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普
通
決
算
委
員
会

市
長
総
括
質
疑
よ
り

　

質
問
・
醍
醐
駅
駐

輪
場
の
稼
働
率
が

極
め
て
悪
い
（
５
．

７
％
）
の
で
早
期
に

対
策
を
検
討
す
る
べ

き
で
す
。

　

答
弁
・
市
民
の
目
線
、
納
税

者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
や
は
り

何
を
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
職
員

に
督
励
い
た
し
ま
し
て
、
な
お

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
市

長
）
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委員会で取り上げ

Ｑ
．
市
内
中
心
部
（
都
心
部
）

の
駐
輪
場
台
数
と
放
置
自
転
車

撤
去
台
数
は
？

　

寺
町
臨
時
自
転
車
駐
車
場
等

三
カ
所
１
９
７
８
台
で
す
。

　

ま
た
、
放
置
自
転
車
の
撤
去

に
つ
い
て
は
、
本
年
九
月
か
ら

都
心
部
の
撤
去
強
化
区
域
を
拡

大
し
、
撤
去
強
化
前
の
一
カ
月

１
１
２
０
台
の
二
倍
を
超
え
る

約
２
３
０
０
台
の
撤
去
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
放
置
自
転
車
対
策
に
係
る

費
用
は
年
間
い
く
ら
位
か
？

　

放
置
自
転
車
の
撤
去
に
は
、

撤
去
警
告
シ
ー
ル
の
貼
付
、
放

置
自
転
車
の
撤
去
及
び
保
管
所

へ
の
運
搬
、
保
管
所
に
係
る
借

地
及
び
運
営
、
返
還
期
限
が
過

ぎ
た
自
転
車
の
処
分
と
い
っ
た

様
々
な
費
用
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
放
置

さ
れ
な
い
た
め

に
放
置
防
止
啓

発
指
導
員
等
に
よ
る
啓
発
活
動

も
併
せ
て
行
っ
て
ま
す
。

Ｑ
．
京
都
市
に
お
け
る
こ
れ
か

ら
の
駐
輪
場
設
置
方
針
は
？

本
年
九
月
に
開
設
し
た
富
小
路

六
角
自
転
車
駐
車
場
に
引
き
続

き
、
御
射
山
公
園
地
下
自
転
車

等
駐
車
場
と
新
京
極
公
園
地
下

自
転
車
等
駐
車
場
の
計
三
カ
所

の
駐
輪
場
の
整
備
を
進
め
、
新

た
に
二
千
五
百
台
分
の
駐
輪
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

前
回
の
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
に
よ

り
い
た
だ
い
た
ご
意
見
（
抜
粋
）

▽
有
料
指
定
袋
に
関
連
す
る
お

金
の
流
れ
を
明
ら
か

に
し
て
も
ら
い
た

い
。

▽
天
神
川
ま
で
地
下

鉄
が
延
伸
さ
れ
た
の

で
福
王
子
や
山
越
地

域
の
人
が　

バ
ス
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

▽
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
記
事

を
読
ん
で
以
前
よ
り
便
利
に

な
っ
た
と
思
い　

ま
す
が
、
大

き
な
車
椅
子
の
乗
れ
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
た
い
。

限
ら
れ
た
紙
面
上
全
て
を
記
載

で
き
ま
せ
ん
が
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
市
政
に
し
っ
か
り
反

映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
は

〒
六
〇
四
ー
八
五
七
一

京
都
市
中
京
区
河
原
町
御
池

「
自
民
党
京
都
市
会
議
員
団

ニ
ュ
ー
ス
係
」
ま
で

電
話
二
二
二
ー
三
七
一
八
〜
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
二
五
七
ー
三
〇
九
一

　

京
都
市
内
の
中
心
部
や
駅
前
の
道
路
上
に
は
、た
く
さ
ん

の
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る
光
景
を
目
に
し
ま
す
。

　

京
都
市
は
そ
の
対
策
と
し
て
駐
輪
場
を
つ
く
り
、違
法
駐

輪
の
撤
去
や
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
駐
輪
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
実
態
と
対
策
を
調
査

そ
の
実
態
と
対
策
を
調
査

そ
の
実
態
と
対
策
を
調
査

放置自転車
撤
去
強
化
区
域
を
拡
大

か
か
っ
た
経
費

１
億
６
百
万
円

２
千
５
百
台
分

新
た
に
駐
輪
場

自
民
党
議
員
団
は
委
員
会
で
も
厳
し
い
チ
ェッ
ク

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自民党市会議員団は福岡市における駐輪場施策を
調査しました。

歩道に駐輪場を設置したケース

公園内に駐輪場を設置したケース

民間と共同で駐輪場を設置したケース

こ
の
よ
う
に
中
心
部
に
は
多
く
の
駐
輪
場
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
歩
道
の
幅
員
や
景
観
面
な
ど
考
慮
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
が
、

京
都
市
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

福
岡
市
で
は

放置自転車対策に
かかわる経費

　
　

事　

業　

項　

目 

決　

算　

額  　

放
置
自
転
車
対
策
費 

約
１
億
７
２
０
０
万
円

自
転
車
等
放
置
防
止
啓
発
費 

２
０
０
０
万
円

自
転
車
撤
去
保
管
料
収
入 

△
約
７
５
０
０
万
円

撤
去
自
転
車
売
却
金
収
入 

△
約
１
１
０
０
万
円

　
　
　

合　
　

計 

約
１
億
６
０
０
万
円

（
平
成
十
八
年
度
決
算
）
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田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）
昨
年
、

市
職
員
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、
市
長

は
「
抜
本
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、

今
日
ま
で
不
祥
事
を
抑
止
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
十
月
に
は
、
多
く
の

職
員
が
服
喪
休
暇
を
不
正
取
得
し
て

い
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、

市
役
所
が
直
面
す
る
事
態
に
対
す
る

危
機
感
や
組
織
風
土
改
革
に
か
け
る

市
長
の
強
い
思

い
が
、
い
ま
だ

組
織
の
隅
々
に

は
十
分
に
浸
透

し
て
い
ま
せ

ん
。
不
祥
事
根

絶
の
取
り
組
み

を
更
に
強
め
、

市
民
の
皆
様
に

本
当
に
信
頼
さ

れ
る
市
役
所
に

生
ま
れ
変
わ
ら

せ
る
こ
と
が
、

市
政
の
最
高
責

任
者
と
し
て
果

た
す
べ
き
役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
大
綱
策

定
以
降
に
も
、
服
喪
休
暇
を
不
正
取

得
し
た
職
員
が
い
た
こ
と
は
、
誠
に

情
け
な
く
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま

す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変

え
、
職
場
風
土
を
変
革
す
る
こ
と
の

難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
に
た
ま
っ
た
「
膿

み
」
を
徹
底
的
に
出
し
切
り
、
不
祥

事
を
根
絶
す
る
と
い
う
断
固
た
る
決

意
は
、
微
塵
も
揺
ら
ぐ
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
信
頼
さ
れ
る
京
都
市
政

へ
の
再
生
を
何
と
し
て
も
実
現
す
る

た
め
に
、
一
層
の
緊
張
感
を
持
ち
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）
京
都

駅
南
口
に
お
い
て
、
南
北
自
由
通
路

に
接
続
し
八
条
通
を
跨
ぐ
立
体
横
断

施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
お
教

え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
京
都
駅
八
条

口
駅
前
広
場
の
全
体
計
画
の
見
直
し

や
、
南
口
周
辺
の
歩
行
者
の
回
遊
性

の
向
上
等
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
つ
い
て
も
改
め
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ
い
。

　

山
崎
一
樹
副
市
長
（
答
弁
）
歩
行

者
用
立
体
横
断
施
設
は
、「
に
ぎ
わ

い
と
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
加
速
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
現

在
、
隣
接
す
る
開
発
事
業
者
等
関
係

者
と
の
協
議
や
技
術
的
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
南
口
駅
前
広
場
整
備
の

全
体
計
画
は
、
来
年
三
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
八
条
通
の
拡
幅
な
ど
周
辺

交
通
事
情
が
大
き
く
改
善
す
る
こ
の

機
会
を
適
切
に
と
ら
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
南
口
周
辺
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
つ
い
て
も
、
更
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）
任
期

満
了
日
ま
で
あ
と
わ
ず
か
、
市
長
自

身
の
在
任
十
二
年
間
の
総
括
と
今
後

の
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
お
考
え

を
率
直
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
三
期
十

二
年
間
、市
民
参
加
を
基
本
に
据
え
、

市
民
の
皆
様
と
の
揺
る
ぎ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
市
民
生
活
を

し
っ
か
り
と
守
り
な
が
ら
、
京
都
の

将
来
の
発
展
の
礎
と
な
る
政
策
を
着

実
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
も
、
京
都
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
多

く
の
市
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
の
市
政
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
職
員
不
祥
事
の
根
絶
は

も
ち
ろ
ん
、
都
市
基
盤
整
備
、
と
り

わ
け
南
部
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
や
、

京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
的
な
総
合

交
通
体
系
の
構
築
な
ど
数
多
く
ご
ざ

い
ま
す
が
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
、
山
紫
水
明
の
都
と
い
わ
れ
る
豊

か
な
自
然
と
、
千
二
百
年
の
悠
久
の

歴
史
に
育
ま
れ
た
日
本
の
財
産
、
世

界
の
宝
で
あ
る
こ
の
京
都
を
未
来
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

で
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
南
区
）

真
の
信
頼
を
回
復

組
織
風
土
改
革
の
実
現
を

不
祥
事
根
絶
、一
層
の
決
意

不
祥
事
根
絶
、一
層
の
決
意

代
表
質
問
11　
　

月

定
例
市
会

総合的な整備計画が検討される京都駅南口広場前

京
都
駅
南
口
の
周
辺

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

桝
本
市
政
12
年
間
の

総
括
と
今
後
の
課
題

田中セツ子議員の質問項目

・ 職員不祥事の根絶に向けた抜本的改革

・ 自立促進援助金の適正な運用

・ 京都駅南口周辺地区のまちづくり

・ 向日町上鳥羽線と（仮称）第二久世橋の整備

・ これまでの桝本市政の総括と今後の課題

　

中
村
三
之
助
議
員
（
質
問
）
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
は
、
向

こ
う
三
軒
両
隣
を
大
切
に
す
る
こ
と

な
ど
、
少
し
昔
の
価
値
観
の
再
構
築

を
。
ま
た
エ
コ
ラ
イ
フ
意
識
を
高
揚

さ
せ
る
に
は
、
環
境
保
全
を
基
軸
と

す
る
新
た
な
交
通
の
価
値
観
を
構
築

し
、
み
な
が
共
通
認
識
す
る
よ
う
な

地
域
の
情
報
伝
達
社
会
シ
ス
テ
ム
の

取
り
組
み
を
早
急
に
行
う
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
申
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
地
域
を
総
合
的
な
視

点
で
判
断
し
、
全
庁
横
断
的
な
権
限

を
も
つ
地
域
調
整
官
（
仮
称
）
設
置

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
再

度
ご
見
解
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

星
川
茂
一
副
市
長
（
答
弁
）
様
々

な
施
策
を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
に

は
、
学
区
を
単
位
と
し
た
京
都
の
住

民
自
治
の
伝
統
を
活
か
し
、
行
政
機

関
等
が
地
域
住
民
と
学
校
、
企
業
等

と
情
報
を
交
換
し
、
ま
た
共
有
し
な

が
ら
連
携
す
る
事
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
認
識
の
う
え
、
地
域
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
た
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
提
案

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
地
域
調
整

官
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
趣

旨
の
実
現
に
近
づ
け
る
べ
く
、研
究
・

検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

中
村
三
之
助
議
員
（
質
問
）
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
す
る
廃
食
用

油
の
回
収
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、食
料
品
店
、

更
に
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
幅

広
い
事
業
者
と
提
携
し
て
、
い
つ
で

も
持
っ
て
行
け
る
環
境
に
す
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油

を
容
器
に
入
れ
て
分
別
収
集
す
る
こ

と
も
可
能
と
考
え
ま
す
が
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
市
民
の

皆
様
の
身
近
に
あ
り
、
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
回
収
拠
点
の
設
置
は
、
有

効
な
手
法
の
ひ

と
つ
と
考
え
て

お
り
、
回
収
拠

点
の
拡
大
を
図

る
中
で
、
ス
ー

パ
ー
や
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
な

ど
幅
広
い
業
種

の
皆
様
に
協
力

を
お
願
い
し
、

常
設
の
回
収
拠

点
の
増
設
に
努

め
て
参
り
ま

す
。

調整官設置を
情報伝達社会
システムづくり

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
構
築

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
構
築

中村三之助議員の質問項目
・ 地域の情報伝達社会システムの構築

・ プラスチックの利活用分別収集の導入

・ 廃食用油回収の拡大

・ バイオマス利活用の実用化

・ 子どもの自然体験事業の拡充

・ 「伝統産業の日」の充実発展

・ 京都育ちの職員の配置等

中
村
三
之
助
議
員
（
上
京
区
）

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら

油
の
回
収
拠
点
拡
大

拡大が望まれる廃食用油の回収拠点
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中
村
三
之
助
議
員
（
質
問
）
生
ゴ

ミ
、
寺
社
仏
閣
や
森
林
か
ら
の
剪
定

（
せ
ん
て
い
）
枝
・
間
伐
材
な
ど
、

地
域
の
こ
う
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
を
用

い
て
生
ゴ
ミ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
や
木

材
の
液
体
燃
料
な
ど
エ
コ
燃
料
を
生

産
し
、
こ
れ
を
地
域
で
利
用
す
る
い

わ
ゆ
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
、

温
暖
化
対
策
の
効
果
を
高
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
の
た

め
に
も
、
一
層
重
点
的
に
か
つ
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
考
え
ま

す
が
ご
見
解
を
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
議
員
ご

御
指
摘
の
通
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
は
脱
温
暖
化
社
会

や
循
環
型
社
会
の
構
築
に
極
め
て
有

効
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度

に
本
格
稼
動
を
目
指
す
南
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
第
二
工
場
の
バ
イ
オ
ガ

ス
化
施
設
に
活
か
し
、
ガ
ス
発
電
や

燃
料
電
池
に
よ
る
効
率
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
剪
定
枝
な
ど
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ガ
ス
化
、
精
製
し
、

メ
タ
ノ
ー
ル
に
合
成
し
て
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
施
設
で
活
か
し

て
参
り
ま
す
。

　

中
村
三
之
助
議
員
（
質
問
）
か
ね

て
か
ら
、
私
自
身
の
長
年
の
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
活
動
の
経
験
か
ら
、
豊
か

な
自
然
と
関
わ
る
こ
と
自
体
、
生
き

た
環
境
教
育
、
人
間
教
育
と
考
え
自

然
体
験
の
重
要
性
を
強
調
し
て
参
り

ま
し
た
。確
か
な
学
力
や
豊
か
な
心
、

ま
た
生
き
る
力
の
基
盤
と
な
る
長
期

宿
泊
・
自
然
体
験
事
業
の
充
実
・
推

進
に
向
け
て
の
ご
所
見
を
。

　

門
川
大
作
教
育
長
（
答
弁
）
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
長
期
に
わ
た
る
体

験
活
動
の
た
め
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
来
年
度
は
二
十
校
程
度
を

パ
イ
ロ
ッ
ト
校
に
指
定
し
、
多
彩
な

実
践
を
お
願
い
し
、
そ
の
成
果
と
課

題
を
検
証
し
つ
つ
小
学
校
全
校
で
の

早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。　

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

子
ど
も
の
自
然
体
験

事
業
の
充
実
・
推
進

　

山
元
あ
き
議
員
山
元
あ
き
議
員

（
質
問
）
山
ノ
内
浄
水
場
跡
地
を
活

用
し
て
、
右
京
区
の
み
な
ら
ず
京
都

市
全
体
に
と
り
有
効
な
も
の
と
な

り
、
ま
た
、
地
下
鉄
の
乗
客
数
の
増

加
に
つ
な
が
る
方
策
を
、
市
民
の
知

恵
や
力
も
お
借
り
し
て
全
庁
的
な
観

点
で
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
浄
水
場

跡
地
は
、
廃
止
す
る
御
池
通
南
側
の

用
地
だ
け
で
約

三
万
平
方
メ
ー

ト
ル
も
の
広
大

な
面
積
を
有

し
、
一
月
十
六

日
に
開
業
す
る

地
下
鉄
東
西
線

太
秦
天
神
川

駅
、
そ
し
て
右

京
区
の
新
た
な

交
流
拠
点
「
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
右

京
」
に
隣
接
す

る
極
め
て
有
望

な
立
地
条
件
に

あ
り
ま
す
。
浄

水
場
跡
地
は
右
京
区
及
び
京
都
市
西

部
地
域
の
更
な
る
発
展
の
鍵
を
握
る

だ
け
で
な
く
、
地
下
鉄
の
増
客
対
策

を
図
る
う
え
で
も
極
め
て
重
要
な
用

地
で
あ
り
ま
す
。
跡
地
利
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
営
企
業
で
あ
る
水
道

事
業
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
も

考
慮
し
つ
つ
、
全
市
的
観
点
か
ら
積

極
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

山
元
あ
き
議
員
（
質
問
）
栗
尾
バ

イ
パ
ス
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
京
北
地
域
と
市
内
中
心
部
が
よ

り
短
時
間
で
結
ば
れ
る
だ
け
で
な

く
、
府
内
中
北
部
の
振
興
、
活
性
化

に
も
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
の

完
成
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
京

北
地
域
の
住
民
の
方
々
の
悲
願
で
あ

る
栗
尾
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
向
け
た

現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
と
今
後
の
完

成
の
目
途
に
つ
い
て
お
答
え
願
い
ま

す
。

　

山
﨑
糸
治
建
設
局
長
（
答
弁
）
市

中
心
部
と
京
北
地
域
の
連
携
強
化
を

図
る
た
め
、「
京
都
市
・
京
北
町
合

併
建
設
計
画
」
に
位
置
付
け
、
京
北

細
野
町
か
ら
栗
尾
峠
を
経
て
京
北
周

山
町
ま
で
の
間
約
４
・
３
k
m
を
ト

ン
ネ
ル
に
よ
る
バ
イ
パ
ス
と
現
道
拡

幅
に
よ
り
整
備
を
進
め
る
も
の
で

す
。
平
成
十
七
年
度
か
ら
基
本
調
査

に
着
手
し
、
地
元
の
皆
様
と
の
協
議

を
踏
ま
え
、
平
成
十
九
年
三
月
に

ル
ー
ト
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
現

在
、
詳
細
設
計
等
を
進
め
る
と
と
も

に
、
今
年
度
か
ら
用
地
買
収
交
渉
に

入
る
た
め
、
準
備
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着
手
し
、
合
併
建

設
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
二
十
六

年
度
の
完
成
に
向
け
て
精
力
的
に
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

山
元
あ
き
議
員
（
質
問
）
最
近
、

食
に
関
わ
る
事
件
が
次
々
と
発
生
、

多
く
の
市
民
が
食
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
食
品
表
示
に
関

し
て
は
食
品
衛
生
法
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
が

あ
り
、Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
範
疇
で
あ
る
原

産
地
、
原
材
料
名
等
の
表
示
基
準
違

反
に
関
し
て
は
本
市
が
独
自
に
処
分

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
食

の
安
全
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
市
民
の
皆
様
に
安
心
し
た
食
品

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
は

行
政
の
役
割
で
す
。
他
の
関
係
省
庁

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
今
後
ど
の
よ

う
に
食
品
関
係
業
者
に
対
し
正
し
い

表
示
知
識
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

徹
底
を
指
導
さ
れ
、
市
民
の
食
の
安

全
・
安
心
の
確
保
を
図
っ
て
い
か
れ

る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
原
任
副
市
長
（
答
弁
）
本
市
で

は
食
品
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
に
対

し
ま
し
て
、食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、

直
ち
に
保
健
所
の
食
品
衛
生
監
視
員

が
徹
底
し
た
施
設
の
立
入
調
査
を
行

い
指
導
し
て
お
り
、
消
費
期
限
の
改

ざ
ん
等
、悪
質
な
違
反
者
に
対
し
て
、

先
日
、
全
国
で
初
め
て
営
業
停
止
処

分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
適
正
な
品

質
表
示
等
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
」
を
所
管
す

る
近
畿
農
政
局
等
と
緊
密
に
連
携

し
、
違
反
食
品
が
流
通
し
な
い
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
食
品
関
係
業
者

に
対
し
ま
し
て
は
、
施
設
の
立
入
調

査
や
講
習
会
等
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
、
正
し
い
表
示
知
識
の
普
及
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

地下鉄客増へ

山元あき議員の質問項目
・ 男女共同参画社会の推進とワークライフバランス
　 について
・ 食の安全・安心に向けた取組
・ 妊産婦の食育
・ 山ノ内浄水場の跡地活用
・ 栗尾バイパスの整備
・ 京北地域の合併記念の森構想
・ 京北地域の道の駅の整備
・ 桂川の整備に関する国への要望

山
元
あ
き
議
員
（
右
京
区
）

浄
水
場
跡
地
を
有
効
活
用

浄
水
場
跡
地
を
有
効
活
用

食
の
安
心
・
安
全
の

確
保
へ
の
取
り
組
み

京
北
住
民
の
悲
願

栗
尾
バ
イ
バ
ス
整
備

跡地の活用が注目される山ノ内浄水場

極めて重要な立地
積極的な検討必要

自民市議団の調査活動
自民党市議団は市内施設（北部
クリーンセンター、スチューデント
シティ・ファイナンスパーク、工業
技術センター）の調査活動によ
り、政策提言を行なっておりま

スチューデントシティ・ファイナンスパーク

北部クリーンセンターで説明を受ける 門川大作教育長より説明を受ける
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市
民
の
皆
様
か
ら
の
信
託
に
応

え
る
た
め
、安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、親
孝
行

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

　

政
治
に
と
っ
て
大
切
な
事
は
、誠

意
を
尽
く
し
て
思
い
や
り
の
心
で

取
り
組
む
事
で
あ
り
、華
や
か
な

業
績
を
考
え
な
い
事
。還
暦
の
正

月
、偉
人「
山
田
方
谷
」に
学
ぶ
。

（北区）
加地　浩

（北区）
小林正明

至
誠
惻
怛（
し
せ
い
そ
く
だ
つ
）

親
孝
行
で
き
る
社
会

　

潜
在
力
の
あ
る
北
部
の
社
会
資

本
充
実
と
公
共
の
福
祉
の
充
足
を

通
じ
て
、潤
い
と
安
ら
ぎ
と
満
足
の

あ
る
京
都
市
、地
域
づ
く
り
を
共

に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（北区）
山本恵一

地
域
力
向
上
に
全
力

　

本
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、改
革
の

継
続
と
発
展
で
あ
り
ま
す
。行
財

政
改
革
を
推
し
進
め
、市
民
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
向
上
と
温
暖
化
対
策

に
頑
張
り
ま
す
。

（上京区）
中村三之助

改
革
の
継
続
と
発
展

　

財
政
難
の
折
、税
に
頼
ら
な
い
新

し
い
財
源
を
見
つ
け
、「
古
き
良
き

も
の
を
残
し
新
し
い
も
の
を
創
る
」

と
い
う
本
市
の
永
遠
の
テ
ー
マ
実
現

に
頑
張
り
ま
す
。

　

議
員
団
ニュ
ー
ス
編
集
長
と
し
て

今
年
も
多
く
の
皆
様
に
自
民
党
市

会
議
員
団
の
調
査
活
動
を
身
近
な

も
の
と
し
て
、わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（左京区）
巻野　渡

（上京区）
寺田一博

調
査
活
動
を
身
近
に

新
し
い
財
源
見
つ
け

　

謹
賀
新
年　

日
本
の
宝
、京
都

の
保
存
と
発
展
の
調
和
を
目
指
し

ま
す
。又
本
年
も
市
民
の
皆
様
の

S
O
S
に
耳
を
傾
け
、全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
。

（左京区）
大西　均

保
存
と
発
展
の
調
和

　

第
七
十
三
代
京
都
市
会
議
長
に

就
任
し
て
以
来
、非
常
に
多
忙
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。こ
の
貴

重
な
経
験
に
感
謝
し
、新
た
な
市

政
発
展
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。

（東山区）
内海貴夫

貴
重
な
経
験
に
感
謝

　

今
、何
が
間
違
って
い
て
、何
を
大

切
に
し
、何
を
受
け
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、は
っ
き
り

さ
せ
る
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

（山科区）
吉井あきら

市
政
の
目
指
す
も
の

　

市
民
の
安
心・安
全
の
立
場
か
ら

市
民
交
通
安
全
対
策
条
例
の
制

定
、市
民
ガ
ン
対
策
条
例
の
制
定
の

早
期
実
現
を
目
指
し
、全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

今
年
の
京
都
は
政
治
、経
済
、社

会
、全
て
が
大
き
く
動
く
年
に
な

る
と
思
い
ま
す
。将
来
展
望
を
見

誤
る
事
な
く
、常
に
皆
様
の
目
線
に

立
って
力
一杯
頑
張
り
ま
す
。

（南区）
椋田知雄

（下京区）
西脇尚一

皆
様
の
目
線
に
立
ち

市
民
の
安
心
安
全
へ

　

電
子
投
票
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。市
民
の
皆
様
が
政
治
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
今
後
も
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（南区）
田中セツ子

政
治
参
加
の
環
境
を

　

現
在
、政
局
不
安
定
な
事
態
の

中
で
今
年
の
二
月
に
は
市
長
選
挙

を
迎
え
ま
す
。京
都
市
政
の
安
定

と
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
本
年

も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

（右京区）
井上与一郎

市
民
生
活
の
向
上
へ　

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
年
目
と
な
り
ま
す
本
年
も
謙
虚

な
心
を
忘
れ
ず
、自
ら
の
信
念
を

貫
く
強
さ
を
も
っ
て
更
に
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
安
全
が
暮
ら
し
の
中
に
確

保
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、新
し

い
右
京
区
の
明
る
い
豊
か
な
ま
ち・

社
会
の
実
現
の
た
め
し
っ
か
り
と
働

い
て
ま
い
り
ま
す
。

（右京区）
山元あき

（右京区）
田中英之

明
る
い
豊
か
な
ま
ち

自
ら
の
信
念
を
貫
き

　

謙
虚
に
誠
実
に
、皆
様
方
と
の
信

頼
の
絆
を
更
に
大
き
く
出
来
る
様

に
、努
力・精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（西京区）
田中明秀

信
頼
の
絆
を
さ
ら
に

　

新
し
い
年
の
始
め
に
あ
た
り
、

京
都
市
民
の
幸
せ
を
祈
り
、よ
り

良
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
更
な

る
京
都
発
展
の
た
め
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

（西京区）
西村義直

よ
り
良
い
社
会
実
現

自民市議団へご意見お寄せください

　

市
民
の
安
心・安
全「
生
命
と
財

産
」を
守
る
こ
と
こ
そ
、最
優
先
課

題
で
す
。今
年
こ
そ
将
来
を
し
っ
か

り
見
据
え
た
、市
政
の
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

（中京区）
加藤盛司

安
心・安
全
な
町
を

　

子
供
は
大
人
の
言
う
事
を
聞
く

の
は
苦
手
だ
が
、真
似
す
る
の
は
抜

群
に
う
ま
い
。J
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
。

今
の
大
人
社
会
は
…
。自
戒
を
し

な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

（中京区）
津田大三

自
戒
を
し
な
が
ら
…

　

平
成
の
時
代
に
な
っ
て
二
十
年
！

今
ま
で
に
な
い
速
さ
で
変
化
す
る

社
会
の
中
で
、痛
み
に
苦
し
む
人
々

に
政
治
の
光
を
届
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

（山科区）
富きくお

政
治
の
光
届
け
よ
う

　

開
け
ゆ
く
洛
南
伏
見
は
活
力
漲

る
便
利
で
快
適
、い
つい
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
誇
り
あ
る
街
並
の
創

造
に
あ
ら
ゆ
く
可
能
性
を
求
め
て

奮
闘
後
力
致
し
ま
す
。

（伏見区）
高橋泰一朗

可
能
性
豊
か
な
伏
見

　

京
都
市
民
の
五
人
に一人
は
伏
見

区
民
で
す
。伏
見
の
躍
進
な
く
し

て
京
都
の
発
展
な
し
。夢
い
っ
ぱ
い

あ
ふ
れ
る
街・伏
見
の
実
現
に
頑
張

り
ま
す
。

　

当
面
の
諸
課
題
克
服
に
全
力
を

挙
げ
る
と
と
も
に
、福
祉・教
育
に

取
り
組
み
、子
供
た
ち
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
輝
く
伏
見
の
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

（伏見区）
橋村芳和

（伏見区）
繁　隆夫

輝
く
ま
ち
づ
く
り
を

夢
が
あ
ふ
れ
る
街
に

政務調査活動で政策提言政務調査活動で政策提言


